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神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合
は
、
７
月
12
日
（
水
）
１５
時
００
分
か
ら
ワ
ー
ク
ピ
ア 

横
浜
に
お
い
て
第
５
回
幹
事
会
を
開
催
し
、
視
察
研
修
旅
行
（
日
帰
り
）
の
参 

加
者
募
集
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。 

第
５
回
幹
事
会 

視
察
研
修
旅
行(

日
帰
り)

は
南
房
総 

た
議
案
作
成
の
考
え
方
な
ど
の

提
起
と
第
６
回
の
幹
事
会
ま
で

の
日
程
を
確
認
し
ま
し
た
。 

を
め
ざ
す
の
で
、
協
力
を
」
と

あ
い
さ
つ
。 

続
い
て
、
東
谷
事
務
局
長
か

ら
報
告
さ
れ
た
、
施
設
見
学
・

交
流
会
や
加
盟
産
別
退
職
者
会

代
表
者
会
議
の
開
催
な
ど
第
４

回
幹
事
会
（
４
月
12
日
）
以

降
の
活
動
を
全
体
で
確
認
し
ま

し
た
。 

協
議
事
項
で
は
、
①
専
門 

幹
事
会
は
、
菊
地
繁
雄
幹
事

（
Ｊ
Ａ
Ｍ
）
の
開
会
・
議
長
就

任
の
あ
い
さ
つ
で
開
会
。
鈴
木

会
長
は
「
①
九
州
地
方
を
は
じ

め
線
状
降
水
帯
な
ど
に
よ
る
被

災
さ
れ
た
地
域
の
皆
様
に
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
る
。
②
一
方

神
奈
川
で
は
、
酷
暑
が
続
い
て

い
る
。
熱
中
症
に
気
を
付
け
シ

ニ
ア
連
合
の
取
り
組
み
の
前
進 

委
員
会
の
検
討
結
果
と

そ
の
取
扱
い
。
②
行
政

に
提
出
す
る
「
医
療
・

介
護
制
度
の
充
実
」
等

に
関
す
る
要
請
書
。
③

日
帰
り
の
視
察
研
修
旅

行
先
と
参
加
者
募
集
。

④
２
０
２
３
年
度
組
織

実
態
調
査
の
実
施
。
⑤

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
か
な

が
わ
」
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
実
施
。
⑥

第
32
回
総
会
に
向
け 
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専
門
委
員
会
で
活
動
の
充
実
に
向
け
論
議 

 

 
 

催
を
め
ざ
す
。 

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 研

究
委
員
会 

１
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、

２
０
２
４
年
度
以
降
も
「
フ

ー
ド
バ
ン
ク
か
な
が
わ
」
で

の
実
施
を
確
認
。 

２
．
２
０
２
４
年
度
以
降
は
、 

加
盟
産
別
・
単
組
が
「
フ
ー

ド
バ
ン
ク
か
な
が
わ
」
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
す
る
場

合
は
、
神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合

が
旅
費
を
負
担
す
る
。 

◇
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
委
員
会 

１
．
男
女
平
等
問
題
の
継
続
し

た
取
り
組
み
を
中
心
と
す

る
。 

２
．
男
女
差
別
に
よ
る
不
利
益

や
性
別
分
担
・
男
女
の
隔
た

り
を
な
く
す
た
め
、
２
０
２

４
年
度
に
２
０
１
７
年
と
同

様
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
結
果
を
比
較
・
分
析
し

今
後
の
取
り
組
み
の
課
題
・

内
容
・
方
向
性
を
決
め
る
。 

◇
政
策
小
委
員
会 

神
奈
川
県
、
横
浜
市
、
川

崎
市
、
相
模
原
市
に
提
出
す

る
２
０
２
３
年
度
「
医
療
・

介
護
制
度
の
充
実
」
等
に
関

す
る
要
請
書
（
案
）
を
作

成
。
提
出
日
は
、
連
合
神
奈

川
に
行
政
と
の
調
整
を
依
頼

す
る
。 

 
 

 

 

４
つ
の
専
門
委
員
会
を
開
催

し
、
神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合
の
今

後
の
活
動
の
充
実
な
ど
に
向
け

た
論
議
を
行
い
ま
し
た
。
論
議

し
た
内
容
は
、
第
５
回
幹
事
会

に
報
告
し
、
論
議
内
容
を
全
体

で
確
認
し
ま
し
た
。 

◇
組
織
拡
大
・ 

財
政
検
討
委
員
会 

１
．
２
０
２
３
年
か
ら
２
０
２

５
年
ま
で
の
会
員
拡
大
目
標

を
３
０
０
人
と
す
る
。 

２
．
神
奈
川
シ
ニ
ア
集
会
は
、

２
０
２
４
年
度
以
降
「
神
奈

川
シ
ニ
ア
の
集
い
」
と
改
称

し
会
員
が
楽
し
く
参
加
で
き

る
多
彩
な
行
事
の
企
画
・
開 

 

食品の寄贈にご協力を 

 

神奈川シニア連合は、「フードバンクかな

がわ」でのボランティア活動とともに、会員

の寄贈食品の提供に取り組んでいます。 

困っている人のために、会員皆様のご協力

をお願いします。 

１．寄贈する食品は、①加盟産別や単組

の事務所、②フードドライブのボック

ス。③神奈川シニア連合の事務局に届

けてください。 

２．寄贈できる食品は、常温で保存が出

来、未開封の物。賞味期限が明示さ

れ、残り２か月以上の物です。 

 

あいさつする鈴木会長 
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施設見学・交流会 

ＪＦＥスチール(株)東日本製鉄所・京浜地区 
 

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
（
株
）
東

日
本
製
鉄
所
京
浜
地
区
の
煙
突

か
ら
出
る
煙
は
、
高
度
成
長
期

に
働
い
た
私
た
ち
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
り
、
施
設
見
学
に
は
募
集 

２
０
２
３
年
度
の
施
設
見
学
・
交
流
会
は
、
６
月
５
日
（
月
）
に
２
０
２ 

３
年
９
月
を
目
途
に
高
炉
を
休
止
し
構
造
改
革
を
実
施
す
る
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー 

ル
（
株
）
東
日
本
製
鉄
所
・
京
浜
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。 

し
た
30
人
を
上
回
る
45
人
が
参

加
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
、
JR
川
崎
駅
に
集
合

し
会
社
手
配
の
送
迎
バ
ス
に
乗

車
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
（
株
）
東 

日
本
製
鉄
所
・
京
浜

地
区
に
到
着
後
、
渡

部
執
行
委
員
長
か
ら

会
社
概
要
説
明
な
ど

を
受
け
た
後
ビ
デ
オ

鑑
賞
。
そ
し
て
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
と
上
着
な

ど
を
着
用
し
再
度
バ

ス
に
乗
り
見
学
開

始
。
製
鉄
の
高
炉
に

原
料
を
入
れ
る
窯
の

大
き
さ
や
真
っ
赤
な 

鉄
の
塊
が
水
で
冷
却
さ
れ
な
が

ら
延
ば
さ
れ
る
厚
板
圧
延
工
程

の
高
熱
と
音
、
蒸
気
の
迫
力
に

圧
倒
さ
れ
な
が
ら
見
学
し
、
車

窓
か
ら
コ
ー
ク
工
場
な
ど
を
眺

め
東
京
ド
ー
ム
１
２
０
個
と
言

わ
れ
て
い
る
広
大
な
敷
地
を
移

動
。
そ
の
後
、
資
料
館
で
１
９

１
２
年
（
明
治
45
年
）
に
設
立

さ
れ
た
会
社
の
歴
史
年
表
や
展

示
模
型
の
見
学
に
続
き
、
労
組

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。 

見
学
後
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー

ル
（
株
）
東
日
本
製
鉄
所
・
京

浜
地
区
関
連
グ
ル
ー
プ
の
鋼
友

荘
に
お
い
て
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。 

 

加
盟
産
別
退
職
者
会
代
表
者
会
議 

 

加
盟
産
別
代
表
者

会
議
は
、
５
月
31

日
（
水
）
14
時
00

分
か
ら
ワ
ー
ク
ピ
ア

横
浜
に
お
い
て
開
催

し
ま
し
た
。 

会
議
に
は
、
産
別 

代
表
者
と
五
役
な
ど
32
人
が
参

加
。
神
奈
川
シ
ニ
ア
連
合
か
ら

活
動
状
況
と
今
後
の
取
り
組
み

な
ど
に
つ
い
て
報
告
・
説
明
し

た
後
、
意
見
交
換
を
行
う
と
と

も
に
、
加
盟
産
別
か
ら
神
奈
川

シ
ニ
ア
連
合
に
対
す
る
要
望
な 

 

ど
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

社
会
保
険
労
務
士
菅
谷
雅
生
さ

ん
、
篠
原 

勲
さ
ん
の
２
人
か

ら
「
あ
な
た
の
年
金
（
額
）
は

こ
う
し
て
決
ま
る
」
の
講
演
を

受
け
た
後
、
交
流
会
を
行
い
ま

し
た
。 

歴史館入口で参加者の記念撮影 

第 94回かながわ中央メーデー 
 

第94回かながわ中央メーデーは、4月29日（土）に横浜市西区・臨海公園に

4700人が集い10時20分から式典が開始。主催者や来賓のあいさつに続き「支

え合い・助け合う社会をつくり、暮らしをまもる!  笑顔あふれる未来をめざし力を

合わせ、ともに進もう!」のメーデースローガンやメーデー宣言が採択され、最後に

吉坂連合神奈川会長の先唱による「団結ガンバロウ」で集会は終了しました。 

神奈川シニア連合から

は、鈴木会長など20人の役

員・会員が参加し、連合神

奈川の組合員・家族の皆さ

んと一緒に祭典を祝いまし

た。 

                      

                      

 
 

出席頂いた産別代表者 


